
重点事業

新規事業重点事業

主な事業

第８次市総合計画の策定
873万円

　時代の潮流や課題を踏ま
え、新たな視点での政策立案
やビッグデータ等を活用した
政策立案支援業務委託を行
います。

新庁舎整備事業 
29億3,853万円

　「安全で市民が利用しやす
い庁舎」を目指し、計画通り
に一期工事を進めます。 

北犬飼コミュニティセンターの整備
4億8,107万円

　老朽化の著しい北犬飼地
区のコミュニティセンターを
令和３年度開設を目指して
整備し、地域コミュニティ活
動の充実を推進します。 

いちご市推進事業
4,275万円

　いちごを軸に多様な事業
を展開し、「いちご市かぬま」
のイメージの向上と定着、
市内外への情報発信強化を
図ります。

地場産業等の振興 
6,816万円

　いちご・にらの新規就農者
への支援や、木工業の海外展
開・展示会出展等の実施によ
る、地場産業の振興を図りま
す。

地域の夢実現事業 
1億4,993万円

　住民主体の活動を支援し、
協働のまちづくりを推進しま
す。

子育て環境の充実
6億5,871万円

　４月に、市花木センター敷
地内に「こどもの遊び場」が
開設されます。また、産婦検
診の助成等、多様な子育て支
援策を推進します。

高齢者・障がい者支援の充実
3億8,974万円

　介護保険施設等の整備支
援や、障がい者・高齢者への
医療費給付等を行い、利用者
の負担軽減を図ります。 

JR鹿沼駅東側の整備 
4億382万円

　JR鹿沼駅東地区の道路整
備を行い、拠点駅周辺として
の利便性を強化し、機能的な
都市活動の向上を目指しま
す。

防災体制の強化 
1億4,279万円

　災害時の的確な情報伝達
のための新システム導入や、
地域防災力向上のための自
主防災会への支援や防災士
の養成等を推進します。

多様性社会の形成促進 
7,317万円

　多国籍市民の増加に対応
するため、多文化共生コミュ
ニケーションの機能強化を推
進します。また小中学校のＡＬ
Ｔを２人増員します。

いちご一会とちぎ国体への対応
3億1,350万円

　2022年度に開催される
「いちご一会とちぎ国体」に
向けて、会場となる「ＴＫＣい
ちごアリーナ」の機能充実を
図ります。 

移住定住の促進 
1,400万円

　移住希望者のニーズに合っ
た体験ツアーや、空き家バン
ク物件のリフォーム支援等に
より移住定住を推進します。

粗大ごみ処理施設長寿命化
1,344万円

 老朽化した粗大ごみ処理施
設の基幹的設備改良工事を
実施し、施設の延命化を図り
ます。

消防訓練塔の整備
765万円

　自然災害等に対し、消防救
急救助技術向上を図るため、
新たな訓練塔を建設し、市民
の生命・財産を守り、安心して
過ごせるまちを目指します。 

学校におけるICT環境整備 
1億1,645万円

　校務支援ソフトの導入や
ICT支援員の配置により、学
校におけるICT環境の整備を
図ります。
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民生費 146億9,791万円
児童福祉や生活保護費などの福祉事業費

総務費 80億0,589万円
総務関係の職員の人件費や庁舎管理費、
地域の夢実現事業費、リーバス運行費など

土木費 35億9,207万円
市道の建設・維持管理や区画整理事業費、
市営住宅の維持管理費など

教育費 41億5,087万円
小中学校や図書館、美術館の管理費など

公債費 33億4,917万円
借入金の返済金（元金・利子）

衛生費 30億2,474万円
健康づくりに係る費用やごみ処理費など

商工費 23億8,841万円
中小企業への融資や各種イベントに係る
経費など

消防費ほか 26億1,094万円
消防や救急に係る経費や議会費、農林水
産業費など

市税 143億4,725万円

12億1,442万円

47億2,577万円

市民税や固定資産税など

使用料・負担金など
市営住宅使用料やごみ処理手数料など

諸収入・繰入金など
給食費や貸付金元利収入、各種基金から
の繰入金など

地方交付税 53億2,800万円
どの地域に住む人にも一定の行政サービ
スを提供できるように、国から交付され
るもの

国・県支出金 89億5,014万円
国や県からの補助金など

市債 42億6,000万円
道路建設などの事業を行うときの借入金

交付金など 29億9,442万円
消費税や自動車重量税など、国・県に納め
た税金の一部が一定の基準で交付された
もの

令和２年度　一般会計の当初予算

自
主
財
源

４8．5％

依
存
財
源

５1．5％

予算規模　418億2,000万円

歳 入 歳 出
【目的別】

特別会計の予算水道・下水道事業会計の予算
　水道・下水道事業会計は、上下水道管理運営のための会
計で、独立採算制をとっています。

◯水道事業会計

◯下水道事業会計

　特別会計は、特定の収入をもって特定の事業を行う
会計で、一般の収入や支出と区別して個別に経理して
います。

収益的収支
（維持管理）

収入

支出

資本的収支
（設備投資）

収入

支出

会　計　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険

公設地方卸売市場事業費

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

粕 尾 財 産 区

清 洲 財 産 区

合　　　計

15億5,622万円

14億0,055万円

9億0,092万円

16億6,024万円

収益的収支
（維持管理）

収入

支出

資本的収支
（設備投資）

収入

支出

収益的収支
（維持管理）

収入

支出

資本的収支
（設備投資）

収入

支出

26億5,748万円

21億9,654億円

4億8,922万円

14億6,510万円

102億3,160万円

1,310万円

85億4,800万円

11億3,040万円

519万円

93万円

199億2,922万円
※令和２年度より、下水道事業特別会計、農業集落排水
　特別会計は企業会計へと移行しました。
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